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年
10
月
６
日
（
土
）
、
と
う
ほ
う
・
み
ん

な
の
文
化
セ
ン
タ
ー
（
福
島
県
文
化
セ
ン

タ
ー
）
で
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
記
念
講
演
と
し

て
、
平
成
25
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
た
朝
の
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
や
、
１
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
音
楽
を

担
当
し
て
い
る
大
友
良
英
氏
（
高
校
第
30
回
卒
）
に

よ
る
「
音
楽
と
は
、
祭
り
と
は
〜
即
興
と
社
会
に
つ

い
て
震
災
後
の
福
島
で
の
活
動
を
も
と
に
考
え
る

〜
」
と
題
し
た
講
演
の
中
で
、
生
徒
と
一
体
と
な
っ

た
す
ば
ら
し
い
演
奏
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
は
、
「
不
忘
池
（
心
字
の
池

水
）
」
の
整
備
・
校
内
備
品
の
整
備
（
第
一
体
育
館

用
シ
ー
ト
の
更
新
・
第
二
体
育
館
放
送
設
備
・
製
氷

機
の
更
新
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
記
念
祝
賀
会
が
「
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
」
に

て
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
冒
頭
に
歴
代
校
長
、
歴
代

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
歴
代
同
窓
会
会
長
、
特
別
功
労
者
・

団
体
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

昨

「
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典・講
演
会
」
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昨
年
、
平
成
30
年
は
福
島
高
等
学

校
創
立
１
２
０
周
年
に
あ
た
り
、
10

月
６
日
に
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式

典
・
講
演
会
、
祝
賀
会
が
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
の
大
江
妃
さ
ん
の
生
徒
代

表
の
こ
と
ば
は
、
福
島
高
校
の
伝
統
、

自
主
独
立
の
精
神
を
訴
え
る
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
記
念
講
演
に
は

音
楽
家
大
友
良
英
さ
ん
（
高
校
30
回

卒
）
の
「
音
楽
と
は
祭
り
と
は
」
と

の
演
題
で
、
在
校
生
た
ち
も
参
加
す

る
即
興
の
演
奏
を
ま
じ
え
た
型
破
り

と
も
い
え
る
講
演
が
あ
り
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
遠
く

太
宰
府
天
満
宮
か
ら
西
高
辻
信
良
宮

司
、
毛
利
清
彦
権
禰
宜
の
ご
臨
席
を

い
た
だ
い
た
こ
と
も
大
き
な
喜
び
で

し
た
。

創
立
１
２
０
周
年
の
節
目
に
、
校

歌
を
斉
唱
し
な
が
ら
福
中
、
福
高
と

受
け
継
が
れ
て
来
た
長
い
歴
史
と
伝

統
に
思
い
を
致
し
、
ま
さ
に
感
激
の

極
み
で
し
た
。
在
校
生
に
と
っ
て
も

深
く
心
に
残
る
も
の
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
本
校

前
庭
に
設
け
ら
れ
た
不
忘
池
（
心
字

の
池
水
）
の
整
備
お
よ
び
校
内
備
品

の
整
備
（
第
一
体
育
館
用
シ
ー
ト
更

新
、
第
二
体
育
館
放
送
整
備
、
製
氷

機
）
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
多
大
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
、

地
域
の
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

11
月
30
日
に
は
福
島
グ
リ
ー
ン
パ

レ
ス
に
お
い
て
本
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
３
０
０
名
を
超
え
る
会

員
の
熱
心
な
ご
参
加
を
得
て
、
盛
会

裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
東
梅
苑
会
、
み
や
ぎ
梅
苑
会
か
ら

も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
ま
た
、
同

期
生
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
職
域
で

の
同
窓
生
グ
ル
ー
プ
の
参
加
が
増
え

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
大
変
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

総
会
の
記
念
講
演
に
は
、
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
春

山
純
一
助
教
（
高
校
35
回
卒
）
よ
り

「
月
の
縦
孔
（
た
て
あ
な
）・
地
下
空

洞
と
は
何
か
」
と
題
し
て
、
最
新
の

月
面
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
興
味
深

い
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
講
演
の
企
画
を
し
て
い
た
だ

い
た
関
東
梅
苑
会
の
ご
配
慮
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
平
成
最
後
の
年
と

な
り
ま
す
。
４
月
30
日
を
も
っ
て
天

皇
陛
下
の
ご
退
位
、
５
月
１
日
に
は

新
天
皇
陛
下
の
ご
即
位
が
あ
り
、
新

元
号
の
も
と
に
新
し
い
御
代
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
亥
年
、「
亥
」

は
草
木
な
ど
植
物
の
生
命
が
そ
の
内

に
宿
る
状
態
と
さ
れ
、
新
た
な
芽
を

だ
す
準
備
の
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
高
校
に
と
っ
て
本
年
が
創
立

１
２
０
周
年
か
ら
新
た
な
歩
み
を
始

め
る
出
発
の
年
と
な
る
も
の
と
期
待

し
、
同
窓
会
と
し
て
母
校
、
在
校
生

に
出
来
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
の
活

動
に
一
段
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
２
０
周
年
か
ら

新
た
な
歩
み
を

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 687,112 687,112 
(2)入会金 945,000 945,000 卒業生（315名×3,000円）
(3)年会費 2,915,000 2,905,000 卒業生（315名×1,000円)

会員（999名)
(4)雑収入 30,000 9 利息等
(5)繰入金 500,000 500,000 母校後援会会計より

合　　計 5,077,112 5,037,121 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)繰越金 8,250,930 8,250,930 
(2)会費 1,250,000 1,138,000 卒業生（315名×1,000円）

会員（593名）
(3)雑収入 1,100 69 利息

合　　計 9,502,030 9,388,999 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 3,241,610 3,241,610 
(2)積立金 500,000 500,000 母校後援会会計より30年度分
(3)雑収入 50 27 利息

合　　計 3,741,660 3,741,637 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 10,500,044 10,500,044 
(2)寄付金 0 0 
(3)雑収入 50 90 利息

合　　計 10,500,094 10,500,134 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)繰越金 2,255,017 2,255,017 
(2)同窓会梅基金 650,000 686,523 同窓会会員（436名）
(3)雑収入 100 16 寄付金、利息

合　　計 2,905,117 2,941,556 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)飛び梅交際費 400,000 393,964 旅費、接待費、贈答品
(2)飛び梅管理費 40,000 0 
(3)予備費 2,465,117 0 

合　　計 2,905,117 393,964 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
(1)後援会費 500,000 141,699 同窓会HP開設、賞状名入れ、記念品
(2)部活動助成 500,000 189,960 全国大会出場助成等
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 500,000 
(4)会員名簿管理費 710,000 702,540 
(5)予備費 7,292,030 2,000,000 一般会計への繰り入れ、

120周年記念事業への繰り入れ
合　　計 9,502,030 3,534,199 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)修繕費 200,000 14,364 梅苑会館修繕費（布団代、冷蔵庫代）

合　　計 200,000 14,364 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘　　　　　　　要
(1)交付金 3,500,000 1,000,000 H30年度交付金（２名）

合　　計 0 1,000,000 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 389,244 
(2)入会金 963,000 卒業生（321名×3,000円）
(3)年会費 2,921,000 卒業生（321×1,000円）

同窓会会員（約1,300名×2,000円）
(4)雑収入 30,000 利息、寄付金等
(5)繰入金 1,000,000 母校後援会会計より

合　　計 5,303,244 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
１.事業費 4,000,000 

(1)総会費 680,000 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 3,000,000 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 290,000 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 

２.運営費 875,000 
(1)会議費 200,000 役員会、幹事会
(2)事務諸費 5,000 振り込み手数料他
(3)交際費 100,000 関東・みやぎ梅苑会お祝い、職員餞別、その他
(4)慶弔費 20,000 
(5)通信費 40,000 切手、葉書代
(6)旅　費 500,000 関東・みやぎ梅苑会出席者旅費
(7)雑　費 10,000 

３.予備費 428,244 
合　　計 5,303,244 

項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 決算額 摘要
１.事業費 3,670,000 3,820,504 

(1)総会費 680,000 607,881 定期総会開催に関する費用
(2)会報費 2,680,000 2,929,903 梅苑会報印刷、郵送代、振替用紙
(3)母校後援費 280,000 282,720 卒業生証書ホルダー
(4)特別事業費 30,000 0 

２.運営費 895,000 827,373 
(1)会議費 200,000 201,757 H29年第２回、Ｈ30年第１回役員会
(2)事務諸費 5,000 0 文具費
(3)交際費 100,000 55,000 関東･みやぎ梅苑会参加費、転出者餞別
(4)慶弔費 20,000 0 
(5)通信費 40,000 28,196 往復葉書、切手
(6)旅　費 500,000 542,420 関東･みやぎ梅苑会出席旅費
(7)雑　費 30,000 0 

３.予備費 512,112 0 
合　　計 5,077,112 4,647,877 

　平成31年度 一般会計予算書(案) 平成30年度 一般会計決算書

平成30年度 母校後援会決算書

平成３０年度 福島高校同窓会梅苑会館維持管理会計決算書

平成３０年度 福島高校同窓会一六回奨学金会計決算書

平成30年度 県立福島高校同窓会太宰府梅基金会計決算書

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 5,854,800 
(2)会費 1,200,000 卒業生（321名×1,000円）、同窓会会員（約600名）
(3)雑収入 1,000 利息等

合　　計 7,055,800 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 3,727,273 
(2)積立金 500,000 母校後援会会計より
(3)雑収入 50 利息等

合　　計 4,227,323 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 9,500,134 
(2)同窓会寄付金 0 
(3)雑収入 50 利息

合　　計 9,500,184 

1.収入の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)繰越金 2,547,592 
(2)同窓会梅基金 650,000 同窓会会員（約450名）
(4)雑収入 100 利息等

合　　計 3,197,692 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)後援会費 300,000 HP更新、母校への助成等
(2)部活動助成 300,000 全国大会出場の部への激励金
(3)梅苑会館維持管理費 500,000 
(4)会員名簿管理費 710,000 H30年度
(5)予備費 5,245,800 繰入金等

合　　計 7,055,800 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)修繕費 200,000 
(2)予備費 4,027,323 

合　　計 4,227,323 

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)交付金 3,500,000 Ｈ31年度交付金（7名）
(2)予備費 6,000,184 

合　　計 9,500,184 
項目間の流用をお認め願います。

2.支出の部	 （単位：円）

項目 予算額 摘要
(1)飛び梅交際費 450,000 交際費、接待費、諸経費等
(2)飛び梅管理費 40,000 肥料・消毒代等
(3)予備費 2,707,692 

合　　計 3,197,692 
項目間の流用をお認め願います。

平成31年度 母校後援会会計予算書(案)

平成３１年度 梅苑会館維持管理会計予算書（案）

平成３１年度 一六回奨学金会計予算書（案）

平成31年度 太宰府梅基金会計予算書（案）

収入決算額･･･5,037,121円　支出決算額･･･4,647,877円　次年度へ繰越額･･･389,244円

収入決算額･･･9,388,999円　支出決算額･･･3,534,199円　次年度へ繰越額･･･5,854,800円

収入決算額･･･3,741,637円　支出決算額･･･14,364円　次年度へ繰越額･･･3,727,273円

収入決算額･･･10,500,134円　支出決算額･･･1,000,000円　次年度へ繰越額･･･9,500,134円

収入決算額･･･2,941,556円　支出決算額･･･393,964円　次年度へ繰越額･･･2,547,592円

　
平
成
30
年
度
「
福
高
同
窓
会
総
会
」
が

11
月
30
日
（
金
）
18
時
か
ら
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙
科
学
研
究
所
太
陽

系
科
学
研
究
系
春
山
純
一
助
教
（
高
校
35

回
卒
）
に
よ
る
「
月
の
縦
孔
・
地
下
空
洞

と
は
何
か
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
「
宇
宙
」
特
に
「
月
探
査
」
に

関
し
て
の
お
話
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、
熱

く
講
演
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
日
は

同
窓
生
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
地

学
班
」
の
生
徒
７
名
が
最
前
列
で
講
演
を

聴
く
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
を
行
っ

た
後
、
会
長
・
校
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
各

議
案
の
承
認
が
な
さ
れ
、
つ
づ
い
て
行
わ

れ
た
懇
親
会
も
盛
況
で
あ
り
、
最
後
は
応

援
団
Ｏ
Ｂ
の
指
揮
の
も
と
校
歌
を
高
ら
か

に
歌
い
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

平成31年度予算書（30年９月１日〜31年8月31日） 平成30年度決算書（29年９月１日〜30年8月31日）

同窓会会長
渡辺 健寿

（高校第17回卒）

福高

同窓会総会
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関
東
梅
苑
会
だ
よ
り

―
―
小
中
学
時
代
の
こ
と
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
、
中
学
校
と
飯
野
町
の
の

ど
か
な
環
境
で
の
び
の
び
と
育
ち
ま

し
た
。
母
親
が
同
じ
小
学
校
の
教
師

を
し
て
い
た
の
で
、
低
学
年
ま
で
は

と
て
も
お
と
な
し
い
子
ど
も
で
し
た
。

た
だ
、
そ
の
反
動
な
の
で
し
ょ
う
か
、

高
学
年
に
な
る
と
児
童
会
長
を
務
め

る
な
ど
活
発
で
積
極
的
な
性
格
に
な

り
ま
し
た
。
中
学
に
入
っ
て
か
ら
は

父
の
影
響
も
あ
っ
て
卓
球
部
に
所
属
。

試
合
で
は
本
番
に
強
い
タ
イ
プ
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

授
業「
カ
ッ
ト
」が
楽
し
み

―
―
福
高
で
の
学
生
生
活
の

　
　
思
い
出
は
。

い
ち
ば
ん
の
思
い
出
は
勉
強
し
な

く
な
っ
た
こ
と
で
す
ね
（
笑
）。
い

ま
も
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
進

学
校
な
の
に
勉
強
を
す
る
、
し
な
い

は
本
当
に
自
由
で
生
徒
の
自
主
性
に

任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
勉
強

を
す
る
生
徒
は
一
生
懸
命
す
る
し
、

し
な
い
生
徒
は
本
当
に
何
も
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
私
自
身
、
高
３
の
夏
休

み
に
な
っ
て
も
進
路
が
定
ま
ら
な
い

よ
う
な
中
途
半
端
な
生
徒
で
し
た
。

い
ま
で
も
福
高
の
伝
統
と
し
て

残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
授
業

の
「
カ
ッ
ト
」
が
楽
し
み
で
し
た
。

そ
の
日
の
時
間
割
で
休
講
が
あ
る

と
、
ク
ラ
ス
委
員
が
午
後
の
授
業
を

受
け
持
つ
先
生
に
直
談
判
し
て
、
空

い
た
授
業
時
間
に
前
倒
し
し
て
も
ら

う
ん
で
す
。
午
後
の
早
い
う
ち
に
学

校
か
ら
解
放
さ
れ
、
本
屋
や
映
画
館

に
行
っ
た
り
、
友
人
の
家
で
レ
コ
ー

ド
の
音
楽
を
聴
き
ま
し
た
。
そ
ん
な

自
由
な
校
風
だ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、

田
舎
か
ら
出
て
き
た
自
分
に
と
っ
て

は
、
見
る
も
の
、
聴
く
も
の
す
べ
て

が
刺
激
的
な
バ
ン
カ
ラ
で
自
由
な
空

バ
ン
カ
ラ
で
自
由
な
校
風
に
刺
激
さ
れ
る
日
々

「
勉
強
し
な
く
な
っ
た
こ
と
」が一番
の
思
い
出

カルビー株式会社
代表取締役社長兼ＣＥＯ

伊藤 秀二さん
（高校27回）

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

梅
苑
祭
も
良
き
思
い
出
で
す
。
仮

装
行
列
で
は
、
素
肌
に
舞
台
の
化
粧

道
具
で
あ
る
白
い
ド
ー
ラ
ン
を
塗
っ

て
、
当
時
、
国
交
正
常
化
で
中
国
か

ら
来
日
し
た
パ
ン
ダ
に
仮
装
し
、
福

女
の
前
や
市
内
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
い
ま
な
お
趣
味
に
し

て
い
る
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ロ
ッ

ク
」、「
ピ
ン
ク・フ
ロ
イ
ド
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
ブ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。

当
時
は
フ
ォ
ー
ク
全
盛
の
時
代
で
し

た
の
で
、
映
像
や
照
明
に
も
凝
っ
た

展
示
は
珍
し
い
も
の
で
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
興
味

―
―
上
京
後
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
。

大
学
で
は
経
営
学
部
に
進
み
ま
し

た
。
モ
ノ
を
つ
く
り
、
販
売
し
て
、

ヒ
ッ
ト
す
る
商
品
に
い
か
に
つ
な
げ

る
か
を
体
系
と
し
て
学
ぶ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
た
だ
、
当
時
大
学
は
ま
だ
学
園

紛
争
の
さ
な
か
に
あ
っ
て
、
ロ
ッ
ク

ア
ウ
ト
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
校
内

に
入
れ
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
授
業

は
お
ろ
か
試
験
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
大
学
４
年
間
の
う
ち
試

験
は
一
度
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
に
よ
っ
て
進
級
す

る
よ
う
な
状
況
で
し
た
。
レ
ポ
ー
ト

の
課
題
ば
か
り
続
い
た
の
で
、
文
章

だ
け
は
上
手
に
な
り
ま
し
た
（
笑
）。

一
方
、
上
京
し
て
念
願
の
独
り
暮

ら
し
を
始
め
ま
し
た
。
ふ
つ
う
の
学

生
の
よ
う
に
ア
ル
バ
イ
ト
、
マ
ー

ジ
ャ
ン
、
映
画
、
音
楽
が
生
活
の
ほ

と
ん
ど
で
し
た
。
と
く
に
音
楽
は
高

校
時
代
か
ら
の
ロ
ッ
ク
好
き
が
こ
う

じ
て
、
輸
入
版
の
中
古
Ｌ
Ｐ
を
探
し

歩
い
て
は
掘
り
出
し
物
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

―
―
就
職
先
に
カ
ル
ビ
ー
を

　
　
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
。

就
職
活
動
は
東
京
に
本
社
が
あ
る

企
業
を
中
心
に
、
自
分
の
興
味
や
関

心
に
ま
か
せ
て
業
種
を
限
定
せ
ず
に

回
り
ま
し
た
。
他
人
か
ら
見
れ
ば
脈

絡
が
な
い
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

や
は
り
食
品
業
界
が
多
か
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

カ
ル
ビ
ー
へ
の
入
社
を
決
め
た

き
っ
か
け
は
、
会
社
の
商
品
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
広
告
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
。
楽
し
く
て
、
面

白
い
会
社
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
り
ま

し
た
。
と
く
に
会
社
説
明
資
料
に

あ
っ
た
「
食
品
事
業
は
21
世
紀
の
基

幹
産
業
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
ち
な
み
に
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の

「
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
」
や
当
時
発
売

間
も
な
い
「
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
」
な

ど
当
社
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
が
あ

り
ま
し
た
が
、
個
人
的
に
は
「
サ
ッ

ポ
ロ
ポ
テ
ト　
バ
ー
ベ
Ｑ
あ
じ
」
が

好
き
で
し
た
（
笑
）。

も
の
づ
く
り
を

現
場
で
経
験

―
―
新
入
社
員
の
と
き
の
思
い
出
を

　
　
教
え
て
く
だ
さ
い
。

入
社
し
て
最
初
に
現
場
研
修
で
４

カ
月
ほ
ど
配
属
さ
せ
ら
れ
た
の
が
名

古
屋
工
場
で
し
た
。そ
こ
で
は「
チ
ー

ズ
ビ
ッ
ト
」
と
い
う
商
品
を
製
造
し

て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
の
作
業
は

ま
っ
た
く
の
人
力
で
し
た
。
体
力
に

自
信
の
あ
っ
た
私
は
、
そ
こ
で
大
き

な
釜
を
か
き
混
ぜ
る
最
終
工
程
を
任

せ
ら
れ
ま
し
た
。
道
具
は
重
い
し
、

熱
い
油
は
は
ね
る
し
、
職
場
環
境
は

そ
れ
こ
そ
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
で

も
商
品
が
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
を

見
る
と
、「
こ
れ
が
オ
レ
の
つ
く
っ

た
商
品
だ
」
と
少
し
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
で
も
新
入
社
員
の
現
場
研
修

制
度
は
残
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
「
も
の
づ
く

り
」
の
重
要
性
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
に
よ
り
私

自
身
、
工
場
管
理
の
部
門
に
興
味
を

持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
当

時
、
ベ
テ
ラ
ン
の
現
場
の
先
輩
か
ら

仕
込
ま
れ
た
経
験
と
知
識
が
い
ま
で

も
大
き
な
強
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
は
。

ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
営
業
が
長
い

で
す
が
、
生
産
、
管
理
、
経
営
企
画
、

広
報
と
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
と
く
に
新
規
ビ
ジ
ネ

ス
や
新
規
部
門
の
立
ち
上
げ
と
い
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仕
事
に
か
か
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部
の
方
々
と

の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
視
点
か
ら

の
仕
事
は
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

手
探
り
し
な
が
ら
、
貴
重
な
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
カ
ル
ビ
ー
と
い
う
企
業
の

　
　
目
指
す
も
の
と
は
。

私
自
身
、
面
白
く
て
自
由
な
こ
と

が
で
き
る
企
業
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
入

社
し
た
わ
け
で
す
が
、
現
実
に
想
像

し
て
い
た
通
り
の
会
社
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
当
社
は
工
場
で
商
品
を
生

産
す
る
食
品
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、
原

材
料
と
な
る
農
産
物
を
も
た
ら
す
自

然
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
消
費
者
で
あ
る
人
間
の
社
会

生
活
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
存
在

し
て
い
ま
す
。
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

は
「
掘
り
だ
そ
う
、
自
然
の
力
。」

と
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全
・
安

心
を
大
前
提
に
し
な
が
ら
、
自
然
の

恵
み
と
自
然
の
力
を
健
康
に
良
い
か

た
ち
で
、
じ
ょ
う
ず
に
ム
ダ
な
く
消

費
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

上
場
当
日
に

東
日
本
大
震
災

―
―
東
日
本
大
震
災
と
郷
土
ふ
く
し

　
　
ま
へ
の
思
い
に
つ
い
て
。

震
災
当
日
の
２
０
１
１
年
３
月
11

日
は
、
当
社
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

高校３年生のころの伊藤さん

長髪に下駄履きが当時の福高生の典型的な
スタイルのひとつ（前列左から2人目が伊藤さん）

な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

東
証
一
部
へ
の
上
場
当
日
だ
っ
た
か

ら
で
す
。
午
前
中
、
社
長
と
し
て
取

引
初
日
と
な
る
打
鐘
の
セ
レ
モ
ニ
ー

を
終
え
、
午
後
３
時
か
ら
は
記
者
会

見
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
会

見
十
数
分
前
に
震
災
が
起
き
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

当
社
で
も
生
産
設
備
が
稼
働
停
止

し
、
オ
フ
ィ
ス
へ
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
が
、
震
災
直
後
か
ら
被
災
地
域

へ
の
物
資
や
義
援
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
く
つ
か
の
民
間
企
業
と
設
立
し
た

「
み
ち
の
く
未
来
基
金
」
を
通
じ
て
、

奨
学
金
給
付
に
よ
る
震
災
遺
児
へ
の

進
学
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

物
資
に
よ
る
復
興
支
援
も
大
切
で
す

が
、
教
育
を
通
じ
た
こ
う
し
た
息
の

長
い
持
続
的
な
心
の
交
流
と
支
援
が

被
災
地
に
も
っ
と
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

ま
た
福
島
県
に
は
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
応
援
の

意
味
を
込
め
て
中
通
り
地
域
の
郷
土

食
で
あ
る
「
い
か
に
ん
じ
ん
味
」
の

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
を
２
０
１
６
年
に

発
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
お
か
げ
さ

ま
で
好
評
で
、
い
ま
で
は
全
国
47
都

道
府
県
の
地
元
の
味
を
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
で
再
現
す
る
地
域
活
性
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
福
高
生
と
Ｏ
Ｂ
の

　
　
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

卒
業
し
て
大
学
に
入
り
、
社
会
人

に
な
っ
て
も
福
高
出
身
と
い
う
自
信

と
誇
り
を
忘
れ
ず
に
い
て
い
た
だ
き

た
い
。
自
分
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る

の
は
高
校
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
み

ん
な
中
学
ま
で
バ
ン
カ
ラ
で
も
何
で

も
な
い
人
が
、
い
ざ
入
学
す
る
と
自

由
な
校
風
に
育
て
ら
れ
て
誰
も
が
福

高
生
に
な
る
。
こ
れ
が
伝
統
の
力
な

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

い
と
う
・
し
ゅ
う
じ

１
９
５
７
年
生
ま
れ
。

１
９
７
２
年
飯
野
中
卒
、

１
９
７
５
年
福
島
高
校
卒
、

１
９
７
９
年
法
政
大
学
経
営
学
部

卒
業
後
、
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
入

社
、
２
０
０
９
年
代
表
取
締
役
社

長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
、
２
０
１
８
年
よ
り

現
職
。
62
歳
。
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平
成
30
年
度
み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
が

９
月
13
日（
木
）仙
台
市
青
葉
区
の
ハ
ー

ネ
ル
仙
台
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
大
学
生
か
ら
ご
来
賓
を
含
む

80
歳
代
ま
で
62
名
の
出
席
者
が
集
い
開

会
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
橋
本
俊
一
氏
（
高
21
回
）
の

司
会
の
も
と
物
故
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、佐
藤
隆
会
長
（
高
15
回
）
が
「
同

窓
生
の
絆
を
深
め
、
同
窓
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
議
長
席
に

着
き
ま
し
た
。

議
案
と
し
て
①
平
成
29
年
度
事
業
報

告
・
会
計
報
告
お
よ
び
監
査
報
告
、
②

平
成
30
年
度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
が

審
議
さ
れ
何
れ
も
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

恒
例
の
懇
親
会
は
同
窓
会
の
渡
辺
健

寿
会
長
、
久
米
允
彦
副
会
長
、
母
校
よ

り
竹
田
真
二
校
長
、
赤
井
畑
直
明
後
援

会
長
、
関
東
梅
苑
会
よ
り
渡
邉
誠
副
会

長
、
島
田
久
事
務
局
長
、
同
窓
会
本
部

よ
り
中
原
勝
事
務
局
次
長
を
ご
来
賓
に

お
迎
え
し
て
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

挨
拶
に
立
た
れ
た
渡
辺
健
寿
会
長
か

ら
「
花
咲
き
み
の
り
て　
世
の
為
立
た

む　
福
島
高
校　
栄
え
よ
永
く
」
と
い

う
思
い
を
共
有
し
創
立
1
2
0
周
年

記
念
式
典
を
行
い
ま
す
、
と
い
う
ご
挨

拶
が
あ
り
、
竹
田
真
二
校
長
か
ら
は
大

学
進
学
状
況
や
文
化
部
・
体
育
部
各
部

の
活
発
な
活
動
な
ど
文
武
両
面
で
活
躍

す
る
生
徒
の
紹
介
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

仙
台
市
を
拠
点
に
演
奏
活
動
を
す
る

フ
リ
ー
の
チ
ェ
ロ
奏
者
塚
野
淳
一
氏

（
高
23
回
）
が
演
奏
を
披
露
し
懇
親
会

が
始
ま
り
、
関
東
梅
苑
会
渡
邉
誠
副
会

長
の
ご
挨
拶
、
恒
例
の
初
参
加
の
方
々

の
シ
ョ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
本
宮
駅
前
で
大
天
狗
酒
造

を
営
む
小
針
沙
織
氏
（
高
58
回
）
が
仙

台
で
は
手
に
入
ら
な
い
美
味
し
い
日
本

酒
を
紹
介
・
販
売
。
有
志
に
よ
り
楽
天

生
命
ス
タ
ジ
ア
ム
に
設
置
し
た
「
み
や

ぎ
梅
苑
会
シ
ー
ト
」
の
有
志
を
代
表
し

て
楽
天
野
球
団
に
勤
務
す
る
武
石
真
氏

（
高
63
回
）
が
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
グ
ッ

ツ
（
ユ
ニ
ホ
ー
ム・タ
オ
ル
）
を
大
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
会
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
同
じ
学
び
舎
を
巣

立
っ
た
同
窓
生
が
ご
来
賓
の
方
々
を
含

め
互
い
に
テ
ー
ブ
ル
間
を
移
動
し
、
世

代
・
職
域
を
超
え
和
気
藹
々
と
賑
や
か

に
交
流
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
唱
部
Ｏ
Ｂ
の
西
村
晃

一
氏
（
高
28
回
）、
駒
場
悟
氏
（
高
32

回
）
両
氏
の
リ
ー
ド
に
よ
り
出
席
者
全

員
で
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
第

1
0
9
代
応
援
団
長
で
あ
る
齋
藤
隼

輝
氏
（
高
70
回
）
の
伸
び
と
張
り
の
あ

る
声
の
リ
ー
ド
に
よ
り
全
員
に
よ
る
応

援
歌
と
エ
ー
ル
に
て
熱
気
は
更
に
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
、
参
加
者
か
ら
「
楽
し
か
っ

た
。
良
か
っ
た
。」
と
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
関
口
哲
雄
副
会
長（
高
20
回
）

の
閉
会
挨
拶
で
１
年
後
の
再
会
を
期
し
、

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
だ
よ
り

＝
広
げ
よ
う
！ 

親
睦
と
交
流
の
輪
を 

み
や
ぎ
梅
苑
会
＝

み
や
ぎ
梅
苑
会
総
会
・
懇
親
会
開
催

column

仙
台
市
出
身
の
詩
人 

土
井
晩
翠
が
作
詞
し
た
全
国
各
地
の
校

歌
を
、
在
校
生
や
同
窓
生
が
披
露
す
る
題
記
の
会
（
没
後
50
年
に

あ
た
る
平
成
14
年
よ
り
隔
年
毎
に
開
催
）
が
10
月
21
日(

日)

に

土
井
晩
翠
氏
の
出
身
校
で
あ
る
仙
台
市
立
立
町
小
学
校
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
土
井
晩
翠
校
歌
資
料
室
併
設
）

今
回
は
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
の
82
の
小
・
中
学
校
・
高
校
・

大
学
・
同
窓
会
に
案
内
を
発
送
し
、
Ｃ
Ｄ
・
テ
ー
プ
に
よ
る
発
表

を
含
め
、
16
校
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
に
「
荒
城
の
月
」

を
全
員
で
合
唱
し
、
続
い
て
地
元
の
小
中
学
校
在
校
生
か
ら
高
齢

の
卒
業
生
達
ま
で
校
歌
を
披
露
い
た
し
ま
し
た
。

み
や
ぎ
梅
苑
会
は
平
成
15
年

の
第
２
回
よ
り
有
志
が
集
い
継

続
し
て
参
加
し
て
お
り
、
今
回

も
佐
藤
隆
会
長
（
高
15
回
）
初

め
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
福

島
か
ら
渡
邊
又
夫
氏
（
高
５

回
）
も
駆
け
つ
け
て
頂
き
、
学

校
紹
介
の
あ
と
校
歌
１・２・５

番
を
披
露
、
会
場
一
杯
に
見
事

な
声
量
と
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か

せ
満
場
の
拍
手
を
浴
び
地
元
紙

に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

男
声
四
部
合
唱
は
福
島
高
校
の

み
で
し
た
。

東京メトロポリタンテレビジョン株式会社 代表取締役会長
株式会社エフエム東京 名誉相談役

〈テーマ〉

「ＦМ放送草創とチャレンジ精神」
【プロフィール】
1951年3月 福島高校卒業　1955年3月 東北大学法学部卒業
1955年4月 東和映画入社　1960年5月 FM東海入社　
1970年4月 エフエム東京（FM 東京）入社、営業部長　
1989年6月 同代表取締役社長　1997年6月 東京メトロポリタン
テレビジョン（TOKYO MX）取締役社長　2007年6月 同取締役会長

周りには様々なメディアが溢れていますが、ごく当たり前に聞いて
いるＦＭの誕生について考えたことはありますか？今年の特別講演
はＦＭ放送の草創に携わられた高３回の後藤亘さんをお迎えし、新
しい事業に取り組まれた当時の思いや、若手世代へのメッセージな
どをお伺いしたいと思います。

見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
校
歌
を
披
露

第
９
回「
土
井
晩
翠
先
生
が

作
詞
し
た
校
歌
を
い
っ
し
ょ
に

歌
い
ま
し
ょ
う
の
会
」参
加

2019年度関東梅苑会総会 特別講演
スペシャルゲスト

松
前
重
義
氏
と
の
出
会
い

新
卒
で
就
職
し
た
会
社
は
映
画
配

給
会
社
で
し
た
。
テ
レ
ビ
が
ま
だ
普

及
す
る
前
で
、
娯
楽
と
い
え
ば
映
画

が
最
も
人
気
だ
っ
た
時
代
で
す
。

そ
の
頃
、
東
海
大
学
で
は
超
短
波

を
使
っ
た
通
信
教
育
放
送
の
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
超
短
波
放

送
実
験
局
と
し
て
免
許
を
取
得
し
、

１
９
５
８
年
に
放
送
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
当
時
総
長
の
松
前
重
義
氏
は

逓
信
省
技
官
と
し
て
入
省
し
、
戦
後

は
逓
信
院
総
裁
に
就
任
し
た
人
で
す
。

「
超
短
波
を
使
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
、

勤
労
者
向
け
に
高
等
教
育
を
行
い
た

い
。
こ
の
事
業
に
ぜ
ひ
協
力
し
て
ほ

し
い
。」
同
じ
大
学
の
先
輩
で
も
あ

る
松
前
氏
の
言
葉
に
共
感
し
、
後
藤

さ
ん
は
１
９
６
０
年
、
東
海
大
学
の

超
短
波
放
送
実
験
局
に
転
職
し
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
実
用
化
と
事
業
化

当
時
、
一
般
の
ラ
ジ
オ
は
中
波
と

短
波
し
か
受
信
で
き
な
い
仕
様
で
し

た
。
通
信
教
育
の
普
及
の
た
め
に
は

超
短
波
を
受
信
で
き
る
ラ
ジ
オ
が
欠

か
せ
な
い
た
め
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や

ソ
ニ
ー
、
Ａ
Ｉ
Ｗ
Ａ
な
ど
の
電
機

メ
ー
カ
ー
を
訪
問
し
、
一
社
一
社
に

事
業
の
意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

あ
る
電
機
メ
ー
カ
ー
と
の
打
ち
合

わ
せ
の
時
、
ラ
ジ
オ
の
操
作
板
に
付

け
る
名
称
の
話
に
な
り
ま
し
た
。
従

来
の
「
中
波
」
や
「
短
波
」
と
い
う

表
現
に
合
わ
せ
て
、「
超
短
波
」
と

い
う
表
示
が
採
用
さ
れ
そ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
強
く
反
対
し

ま
す
。
字
面
的
に
ユ
ー
ザ
ー
に
微
弱

電
波
の
印
象
を
与
え
る
か
ら
で
す
。

音
声
を
電
波
に
変
換
す
る
時
の
方

式
、「Frequency M

odulation

」

と
「A

m
plitude M

odulation

」

の
頭
文
字
を
と
っ
て
超
短
波
放
送
は

「
Ｆ
М
」、
従
来
放
送
は
「
Ａ
М
」
と

い
う
提
案
を
し
て
、
そ
れ
が
現
在
広

く
使
わ
れ
て
い
る
名
称
に
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
放
送
運
営
の
資
金
確
保
の

た
め
に
営
業
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

営
業
当
初
は
秋
葉
原
の
無
線
機
器
を

取
り
扱
う
会
社
な
ど
に
ス
ポ
ン
サ
ー

に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ス

テ
レ
オ
放
送
が
始
ま
り
、「
Ｆ
М
」

が
広
く
認
知
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
な
ど
の
大
手
企
業
が
ス
ポ
ン

サ
ー
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

時
代
の
趨
勢
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
看
板
番
組

と
な
っ
た「
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
」

は
、
１
９
６
７
年
か
ら
放
送
が
開
始

さ
れ
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

事
業
は
順
調
に
拡
大
し
１
９
７
０

年
、
株
式
会
社
エ
フ
エ
ム
東
京
が
設

立
さ
れ
、
東
海
大
学
超
短
波
放
送
実

験
局
（
通
称
東
海
Ｆ
М
）
の
事
業
が

引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

64
歳
か
ら
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
９
９
７
年
か
ら
は
東
京
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ 

М
Ｘ
）
の
経
営
に
も
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

М
Ｘ
は

多
く
の
出
資
金
を
集
め
て
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
の
、
当
初
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
で
組
織
が
機
能
せ
ず
収
益
も

赤
字
で
、
マ
ス
コ
ミ
や
雑
誌
に
は

散
々
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
社
長
職
を

要
請
さ
れ
ま
す
。
エ
フ
エ
ム
東
京
の

ト
ッ
プ
で
し
た
の
で
、
断
る
選
択
肢

も
あ
り
ま
し
た
が
、
あ
え
て
引
き
受

け
る
こ
と
を
決
断
し
ま
す
。

◆

　
現
在
86
歳
、
放
送
業
界
の
最
年
長

と
言
わ
れ
る
中
「
こ
れ
か
ら
も
ど
ん

ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
」
と
ま
す
ま
す
元
気
で
す
。
講

演
で
は
、
き
っ
と
多
く
の
こ
と
を
感

じ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

後藤 亘さん
（高校３回）

【日時】2019 年 5 月 24 日（金）
　　　  受付：17 時半
１部：総会議事　18 時
２部：特別講演　18 時 20 分
３部：懇親会　　19 時 15 分
※２部・３部の開始時間は予定です。

【会場】東京グリーンパレス（麹町）

２部・３部
からの参加も
大歓迎！



母校だより　　進学展望

大学合格者数（過年度卒を含む）

項 平成
30年

平成
29年

平成
28年

平成
27年

合

格

者

数

国

公

立

大

北 海 道 大 6 4 6 10
岩 手 大 2 5 5 2
東 北 大 34 34 40 41
山 形 大 6 12 14 12
福 島 大 25 36 29 24
茨 城 大 3 2 8 4
筑 波 大 2 5 6 6
宇 都 宮 大 8 3 3 0
埼 玉 大 6 10 8 5
千 葉 大 14 8 12 7
東 京 大 5 3 6 5
東 京 外 語 大 1 2 2 2
東 京 工 業 大 0 3 1 0
一 橋 大 0 0 0 0
横 浜 国 立 大 0 3 4 2
新 潟 大 13 20 16 13
京 都 大 3 2 2 3
そ の 他 38 26 29 26
県 立 医 科 大 18 20 17 15
高 崎 経 済 大 4 2 1 3
そ の 他 11 18 13 11
小 計 199 218 222 191

私

立

大

慶 應 義 塾 大 2 7 11 14
早 稲 田 大 14 23 27 20
中 央 大 19 35 31 42
明 治 大 27 27 27 31
法 政 大 15 25 33 25
立 教 大 7 14 9 15
日 本 大 22 23 18 12
東 北 学 院 大 13 6 7 5
同 志 社 大 8 4 2 3
そ の 他 210 239 278 262
小 計 337 403 443 429

準 大 学 0 2 2 1
短 期 大 学 2 0 3 1
各 種 学 校 2 1 4 0
合 計 540 624 674 622

就 職 1 3 0 0

入試出願状況（現役の延べ数・推薦、AOは含まない）2月6日現在

項 大学名 平成
31年

平成
30年

平成
29年

平成
28年

国

公

立

大

北 海 道 大 23 11 16 16
岩 手 大 7 3 11 6
東 北 大 54 77 59 75
山 形 大 32 16 23 34
福 島 大 91 69 68 89
茨 城 大 17 9 8 17
筑 波 大 17 9 18 12
宇 都 宮 大 8 11 6 3
埼 玉 大 14 19 14 13
千 葉 大 30 26 31 29
東 京 大 14 14 10 10
東 京 外 語 大 1 4 5 3
東 京 工 業 大 5 3 6 3
一 橋 大 4 2 0 0
横 浜 国 立 大 6 6 2 8
新 潟 大 52 46 52 27
京 都 大 6 2 4 6
そ の 他 45 62 66 44
県 立 医 科 大 36 33 22 28
県 立 会 津 大 3 3 3 1
高 崎 経 済 大 9 14 7 6
そ の 他 31 21 46 40

私

立

大

東 北 学 院 大 25 16 13 15
青 山 学 院 大 8 28 19 14
慶 應 義 塾 大 8 12 8 14
上 智 大 3 4 10 8
中 央 大 31 47 66 65
東 京 理 科 大 27 14 21 28
日 本 大 25 18 25 26
法 政 大 40 68 50 51
明 治 大 44 67 58 66
立 教 大 14 20 33 19
早 稲 田 大 39 54 56 40
そ の 他 289 327 254 269

国 立 大 学 合 計 426 389 399 395
公 立 大 学 合 計 79 71 78 75
私 立 大 学 合 計 553 675 613 615
総 計 1,058 1,185 1,090 1,085 
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平
成
三
十
一
年
度
の
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願
者
数
は

五
十
七
万
六
千
八
百
三
十
人
で
昨
年

よ
り
五
千
八
百
四
十
一
人
減
少
し
た
。

な
お
福
島
県
内
で
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
出
願
数
で
あ
っ
た
。
現
一
年
生

か
ら
は
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」

に
変
わ
る
た
め
次
年
度
が
最
後
の
セ

ン
タ
ー
試
験
と
な
る
。
新
制
度
を
意

識
し
た
と
思
わ
れ
る
対
話
形
式
の
問

題
、
複
数
の
素
材
の
読
み
取
り
か
ら

考
察
す
る
問
題
な
ど
が
見
ら
れ
た

が
、
本
校
生
は
落
ち
着
い
て
二
日
間

の
試
験
に
臨
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
全

国
の
科
目
別
平
均
点
で
は
、
近
年
難

化
傾
向
が
続
い
て
い
た
国
語
が
易
化

し
、
昨
年
難
化
し
た
英
語
リ
ス
ニ
ン

グ
の
点
数
も
上
昇
し
た
。
理
科
の
平

均
点
が
や
や
下
降
し
た
も
の
の
、
極

端
に
難
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
科
目
は

な
く
、
七
科
目
の
平
均
点
（
九
百
点

満
点
）
は
文
系
・
理
系
と
も
に
昨
年

度
を
十
点
以
上
回
る
こ
と
に
な
り
そ

う
だ
。
結
果
的
に
高
得
点
者
の
層
が

厚
い
得
点
分
布
に
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
理
科
や
地
歴
公
民
の
科
目
に
よ

る
点
数
差
は
比
較
的
小
さ
く
、
受
験

生
に
と
っ
て
は
公
平
な
結
果
に
な
っ

た
と
言
え
る
。
全
国
的
な
傾
向
と
し

て
は
、
国
公
立
大
が
堅
調
な
人
気
を

示
す
一
方
、
私
立
大
は
昨
年
の
難
化

現
象
か
ら
の
反
動
も
見
ら
れ
る
。
学

部
別
動
向
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、
近

年
の
経
済
系
の
人
気
に
歯
止
め
が
か

か
り
、
文
学
部
や
法
学
部
が
増
加
傾

向
に
あ
る
。
理
工
系
は
前
年
並
み
だ

が
、
分
野
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
情

報
系
の
人
気
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

医
療
系
は
や
や
減
少
し
て
い
る
。
本

校
に
お
け
る
志
願
動
向
だ
が
、
国
公

立
で
は
旧
帝
大
を
中
心
と
し
た
難
関

大
学
や
地
域
拠
点
大
学
へ
の
出
願
も

ほ
ぼ
例
年
通
り
だ
っ
た
。
具
体
的
な

出
願
数
に
つ
い
て
は
下
記
の
「
入
試

出
願
状
況
」
に
示
す
。
今
年
は
東
北

大
の
出
願
数
が
減
少
し
た
が
、
北
海

道
大
が
増
加
し
た
。
福
島
大
や
山
形

大
も
増
加
し
て
お
り
、
近
年
増
加
し

て
い
る
新
潟
大
は
今
年
も
多
く
の
生

徒
が
出
願
し
た
。
ま
た
、
東
京
大
・

京
都
大
・
一
橋
大
・
東
京
工
業
大
と

い
っ
た
超
難
関
校
に
も
多
く
の
本
校

生
が
挑
戦
す
る
。
私
立
大
学
で
は
例

年
通
り
首
都
圏
の
大
学
へ
の
出
願
が

多
い
が
、
東
京
理
科
大
・
日
本
大
な

ど
へ
の
出
願
が
増
加
し
た
一
方
で
、

青
山
学
院
大
・
中
央
大
・
明
治
大
な

ど
は
減
少
し
て
お
り
、
こ
こ
数
年
で

は
最
も
少
な
い
出
願
数
と
な
っ
て
い

る
。　
新
し
い
入
試
制
度
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
変
化
が
待
ち
受
け
て

い
る
が
、
福
高
の
精
神
で
あ
る
「
世

の
為
た
れ
」
の
実
現
に
向
け
、
全
国

津
々
浦
々
に
美
し
い
梅
花
を
咲
か
せ

て
も
ら
い
た
い
。

進
路
希
望
の
動
向

こ
の
４
月
に
校
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
が
、
福
島
高
校
に
は
二

度
目
の
勤
務
で
あ
り
ま
す
。
一
度
目

は
、
平
成
十
年
度
か
ら
十
五
年
度
ま

で
の
六
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。
平
成

十
年
度
は
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の

年
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
度
は
男
女

共
学
に
な
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。
今

思
え
ば
、
福
島
高
校
に
と
っ
て
大
き

な
節
目
の
と
き
で
あ
り
ま
し
た
。

一
度
勤
め
た
経
験
が
あ
る
と
申
し

ま
し
て
も
、
十
五
年
か
ら
二
十
年
前

で
あ
り
ま
す
し
、
男
子
校
時
代
で
あ

り
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
初
め
て
の

学
校
と
い
う
認
識
で
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
の
応

援
歌
講
習
に
は
、
男
子
校
時
代
の
バ

ン
カ
ラ
な
古
き
よ
き
時
代
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

梅
苑
祭
に
代
表
さ
れ
る
生
徒
の
活
動

に
は
、
自
由
闊
達
な
校
風
が
色
濃
く

残
っ
て
お
り
ま
す
。
時
が
た
ち
学
校

の
有
り
様
が
変
わ
っ
て
も
、
生
徒
た

ち
の
中
に
は
梅
章
精
神
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
活
躍
は
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
運
動
部
で
は
、

全
国
高
等
学
校
体
育
大
会
に
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
（
女
子
団
体
、
男
子
個

人
）、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
（
男
子
個

人
）、
剣
道
部
（
男
子
個
人
）、
陸
上

部
（
男
子
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、

男
子
４
０
０
ｍ
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
野
球
部
が
夏
の
大
会
で
十
四

年
振
り
に
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
、
校

内
は
も
と
よ
り
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
文
化

部
で
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
に
、
将
棋
部
（
個
人
）、
梅
章
委

員
会
、
Ｓ
Ｓ
（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
）
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｓ
部
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
量

の
研
究
や
魚
の
養
殖
に
適
し
た
水
の

研
究
な
ど
、
幅
広
い
活
動
が
評
価
さ

れ
、
福
島
民
友
新
聞
社
主
催
の
み
ん

ゆ
う
県
民
大
賞
に
て
「
ふ
る
さ
と
創

生
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
約
二
百
校
の
名
だ
た
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ

校
が
会
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
全
国
生
徒
研
究

発
表
会
に
て
、「
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る

流
体
制
御
の
研
究
」
で
第
二
席
相
当

の
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
十
月
末
に
本
校

に
と
っ
て
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
発
表
が

県
教
育
委
員
会
か
ら
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
三
十
一
年
度
の
入
学
生
か

ら
一
ク
ラ
ス
減
の
七
ク
ラ
ス
、
す
な

わ
ち
一
学
年
二
百
八
十
名
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
お
察
し
の

と
お
り
、
少
子
化
の
波
が
本
校
に
も

押
し
寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
高
校
一
年
生
か
ら
大

学
入
試
が
変
わ
る
な
ど
、
学
校
及
び

生
徒
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
こ
こ

数
年
で
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
福
島
高
校
と
し
て
の
よ
り
よ

い
在
り
方
、
新
し
い
方
向
性
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
御
支
援
と
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【陸上競技部】
◦全国高等学校体育大会　
　男子 400m　中村　涼人
　男子４× 400m リレー
　安達類、中村涼人、星涼太、木戸悠介

【剣道部】
◦全国高等学校体育大会
　男子個人　神野吾友

【アーチェリー部】
◦全国高等学校体育大会
　男子個人　小林歩夢
　女子団体　渡邉みう、佐藤実結、田地野美桜

【ソフトテニス部】
◦全日本シングルスソフトテニス選手権大会
　大内悠生

◦全国高等学校体育大会
　個人戦　瀧戸皓斗・大内悠生

【将棋部】
◦全国高等学校文化連盟将棋新人大会
　熊谷恭平

【スーパーサイエンス部】
◦ SSH 全国生徒研究発表会　国立研究開発法人科学技術振興機構理事長賞
　「プラズマによる流体制御の研究」
　高島元希、澁谷佳輝、佐々木隼暉

◦第 62 回日本学生科学賞　県審査　福島県知事賞　県代表　全国入選２等
　澁谷佳輝、佐々木隼暉

【梅章委員会】
◦全国高等学校総合文化祭新聞部門　年間紙面審査賞　優良賞

福高生、全国で活躍

福島高等学校長
竹田 真二

部活動成績

こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て



　寄贈図書紹介・同窓会役員および事務局員

会長 渡辺　健寿 高17回
副会長 内池　　浩 高14回
副会長 佐藤　　隆 高15回
副会長 久米　允彦 高16回
副会長 片平　憲市 高19回
副会長 戸松　哲男 高19回

常任理事 佐藤　祀男 高11回
常任理事 磯貝　健郎 高13回
常任理事 林　　恭良 高14回
常任理事 永倉　禮司 高15回
常任理事 富田　建一郎 高16回
常任理事 長谷川　好美 高17回
常任理事 熊坂　英二 高18回
常任理事 佐久間　政文 高19回
常任理事 本多　修二 高20回
常任理事 渡邉　　誠 高25回

監事 鈴木　芳喜 高19回
監事 松野　孝司 高20回
理事 角田　征雄 高12回
理事 三瓶　昌久 高13回
理事 久家　孝夫 高13回
理事 上竹　　豊 高14回

田中　訓樹 高22回

鈴木　公一 高32回

国分　　聡 高33回

丹治　　崇 高36回

渡邊　兼綱 高36回

髙橋　文彦 高36回

佐藤　隆夫 高37回

中原　　勝 高41回

八巻　　勤 高42回

菅野　祐智 高44回

我妻　　智 高46回

松井　暢彦 高53回

菅野　陽介 高54回

黒澤　光希 高60回

平成30年度
同窓会事務局員

平成30年度　同窓会役員

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）
2018.01.10 東京叙情詩集　Ｉ ＬＯＶＥ ＴＯＫＹＯ 津守秀祐輝 津守秀祐輝
2018.01.10 地域の先覚者　森谷岩松の人物像　 赤間利晴 赤間利晴
2018.02.07 七五調源氏物語 11 中村博 中村博

2018.02.07 いっしょに　２０１７ 「いっしょに2017」制作
委員会 高松ボランティア協会

2018.02.07 貸金業と過払金の半世紀 阿部芳久、阿部高明 阿部芳久（福高18回卒）

2018.02.07 自治体職員のための
ようこそ地方自治法　改訂版 板垣勝彦 板垣勝彦（福高51回卒）

2018.02.20 抜萃のつゞ り　その七十七 熊平製作所 クマヒラ
2018.02.20 料理マスターズガイド　２０１７ 高橋喜幸 料理マスターズ倶楽部

2018.02.20 第15回「八香会となかま展」出品作品の
記録 八香会 八香会（福高８回卒）

2018.03.16 共同体のかたち
イメージと人々の存在をめぐって 菅香子 福高職員

2018.03.16 七五調源氏物語　１２　 中村博 中村博
2018.03.16 続　輝く瞳に会いに行こう 原田義之 原田義之（福高14回卒）
2018.03.16 事例法学　憲法・民法・医事法入門 菅野耕毅 菅野耕毅（福高８回卒）
2018.03.16 事例民法入門 菅野耕毅 菅野耕毅（福高８回卒）
2018.03.16 事例法学入門 菅野耕毅 菅野耕毅（福高８回卒）
2018.03.16 往復書簡－響き合う志－ 鈴木悦郎、菅野耕毅 菅野耕毅（福高８回卒）

2018.04.06 わたしの日本学び 東北大学大学院文学研
究科

東北大学大学院文学研
究科

2018.04.06 地方自治論　変化と未来 幸田雅治 板垣勝彦（福高51回卒）
2018.04.06 わかりやすい放射線物理学　改訂３版 多田順一郎、他 多田順一郎

2018.04.06 海洋白書　２０１８ 笹川平和財団海洋政策
研究所

笹川平和財団海洋政策
研究所

2018.04.06 飛び立て！未来　ＦＰ技能士 ノースアイランド 金融財政事情研究会

2018.04.13 県文学集　６５　平成２９年度版 福島県文化スポーツ局
文化振興課 福高職員

2018.04.13 騙し絵の牙 塩田武士 福高職員
2018.04.13 ふたご 藤崎彩織 福高職員

2018.04.13 福島市統計書　平成29年版 福島市総務部情報政策
課統計係 福島市

2018.05.21 県文学集　６５　平成２９年度版 福島県文化スポーツ局
文化振興課∥編 福島県文化振興課

2018.05.21 ルーデンス佐藤の回顧録九十年 佐藤庄市郎 佐藤庄市郎
（福中39回卒）

2018.05.21 薫蕕を選びて　戊辰１５０年記念 岩澤信千代 岩澤信千代

2018.07.10 農業がわかると、
社会のしくみが見えてくる 生源寺真一 生源寺真一

2018.07.10 農学が世界を救う！
食料・生命・環境をめぐる科学の挑戦 生源寺真一、他 生源寺真一

2018.07.10 七五調源氏物語　１３　 中村博 中村博
2018.07.10 生物学はいかに創られたか 柴井博四郎 バイオ未来キッズ

2018.07.10 平成29年度記録集「文化の継承と創造」福島県高等学校文化
連盟

福島県高等学校文化
連盟

2018.07.10 外交官石射猪太郎書簡集　（上）（下） 石射八郎 石射八郎
2018.07.30 魔導の系譜 佐藤さくら 東京創元社
2018.07.30 翼を持つ少女　（上）（下） 山本弘 東京創元社

寄贈年月日 書　名 著　者　名 寄贈者（敬称略）
2018.07.30 裏山の宇宙船　（上）（下） 笹本祐一 東京創元社
2018.07.30 怪物はささやく パトリック・ネス 東京創元社
2018.07.30 何が困るかって 坂木司 東京創元社
2018.07.30 ペンギンは空を見上げる 八重野統摩 東京創元社
2018.07.30 屍人荘の殺人 今村昌弘 東京創元社
2018.08.30 地球のために、未来のためにＳＡＴＲＥＰＳ 小西淳文 国際協力機構

2018.08.30 地球のために、未来のためにＳＡＴＲＥＰＳ
Ｖｏｌ．２ 小西淳文 国際協力機構

2018.08.30 農学の知を復興に生かす 中井裕、他 東北大学菜の花
プロジェクト

2018.08.30 権利濫用の理論　民法の研究Ⅴ 菅野耕毅 菅野耕毅（福高８回卒）
2018.09.18 台湾　四百年の歴史と展望 伊藤潔 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.09.18 思想家ドラッカーを読む
リベラルと保守のあいだで 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.09.18 公務員をめざす人に贈る行政法教科書 板垣勝彦 板垣勝彦（福高51回卒）
2018.09.18 七五調源氏物語　１４　 中村博 中村博
2018.09.18 そうだったのか！初耳恐竜学 富田京一 富田京一
2018.10.15 星の子 今村夏子 図書部選書実習
2018.10.15 未来 湊かなえ 図書部選書実習
2018.10.15 正伝岡田以蔵 松岡司 図書部選書実習

2018.10.15 その悩み、哲学者がすでに答えを
出しています 小林昌平 図書部選書実習

2018.10.15 残像に口紅を 筒井康隆 図書部選書実習
2018.10.15 君の名前で僕を呼んで アンドレ・アシマン 図書部選書実習
2018.10.15 朝が来るまでそばにいる 彩瀬まる 図書部選書実習
2018.10.15 やがて海へと届く 彩瀬まる 図書部選書実習

2018.10.15 名探偵コナンに学ぶ
ロジカルシンキングの超基本 上野豪 図書部選書実習

2018.10.15 マスカレード・ホテル 東野圭吾 図書部選書実習
2018.10.15 マスカレード・イブ 東野圭吾 図書部選書実習

2018.10.25 福島県立福島高等学校創立１２０周年
記念誌　福高この十年

福島高等学校創立１２０周
年記念事業実行委員会

福島高等学校創立１２０周
年記念事業実行委員会

2018.10.25 資質・能力を育てる学校図書館活用
デザイン　 稲井達也 県北地区高等学校図書

館研究会
2018.12.06 「心の除染」という虚構 黒川祥子 角田勝重（福高14回卒）
2018.12.06 いま君に伝えたいお金の話 村上世彰 齋藤允賀（福高48回卒）
2018.12.06 現代思想の名著３０ 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）
2018.12.06 〈学問〉の取扱説明書　改訂版 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.12.06 いまこそハイエクに学べ
「戦略」としての思想史 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.12.06 精神論ぬきの保守主義 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.12.06 〈日本の思想〉講義
ネット時代に、丸山眞男を熟読する 仲正昌樹 齋藤允賀（福高48回卒）

2018.12.06 活版印刷三日月堂　海からの手紙 ほしおさなえ 福高職員
2018.12.06 七五調源氏物語　１５　 中村博 中村博
2018.12.21 句集　尺蠖の道 堀切克洋 堀切克洋（福高54回卒）
2018.12.21 句集　福島 赤間学 赤間学

寄贈図書紹介（平成30年１月～12月）

福島県立福島高等学校同窓会　役員および事務局員

発行人：渡辺健寿　発行日：平成31年3月1日　印刷：㈱日進堂印刷所　　[題字は故若林名誉会長]

（その他多数の寄贈図書をいただきました）

みやぎ梅苑会事務局
〒981-0923　仙台市青葉区東勝山二丁目22-6
TEL.022-275-2887（落合　敏伸）

関東梅苑会事務局
〒150-0043　渋谷区道玄坂1-15-3　プリメーラ道玄坂110号信陵会館内
TEL.03-3462-1225　FAX.03-5489-1358（渡邉　誠）
http://www.kantobaienkai.ne.jp/index.html

同窓会事務局（福島高校内)
〒960-8002　福島市森合町5-72
TEL.024-535-2391　FAX.024-535-2392
http://www.baienkai.org

理事 萩原　義弘 高14回
理事 岡崎　勇三郎 高15回
理事 鈴木　興一 高16回
理事 渡辺　博美 高17回
理事 横山　　純 高17回
理事 木戸　孝志 高17回
理事 小林　勇一 高17回
理事 勢島　　昇 高18回
理事 斎藤　高紀 高18回
理事 本多　純一郎 高19回
理事 花井　宣明 高20回
理事 伊藤　幹夫 高20回
理事 網代　智盟 高21回
理事 佐藤　信雄 高21回
理事 佐々木　孝司 高21回
理事 中田　茂実 高21回
理事 尾形　克彦 高22回
理事 芳賀　　裕 高22回
理事 黒澤　信雄 高22回
理事 大野　順道 高22回
理事 木村　　豊 高22回
理事 菅野　日出喜 高23回

理事 加藤　典義 高23回
理事 村上　正文 高23回
理事 江口　　淳 高23回
理事 穂積　寿男 高23回
理事 鈴木　浩一 高23回
理事 高橋　雅行 高24回
理事 渋谷　修一 高24回
理事 石原　裕人 高24回
理事 高荒　俊勝 高24回
理事 渡辺　　久 高25回
理事 高橋　通夫 高25回
理事 後藤　忠久 高26回
理事 土屋　牧雄 高26回
理事 丹治　正博 高26回
理事 武藤　　進 高26回
理事 阿部　芳和 高27回
理事 鈴木　眞一 高27回
理事 片平　　淳 高28回
理事 五十嵐　俊道 高28回
理事 加藤　勇治 高29回
理事 金子　弘保 高29回
理事 土田　　淳 高29回

理事 島田　　久 高31回
理事 八子　直樹 高31回
理事 大和田　利明 高31回
理事 太田　英晴 高31回
理事 樋口　幸一 高32回
理事 藤野　　貴 高32回
理事 篠木　雄司 高33回
理事 吉成　健二 高33回
理事 関根　英樹 高33回
理事 渡辺　健二 高33回
理事 手塚　　徹 高34回
理事 菅野　剛広 高34回
理事 鈴木　宏幸 高36回
理事 阿久津　順二 高37回
理事 黒森　陽一 高37回
理事 板垣　　隆 高37回
理事 三浦　康伸 高39回
理事 日下　直哉 高39回
理事 佐藤　智宏 高39回
理事 引地　孝之 高44回
理事 吉田　大樹 高45回
理事 遠藤　武義 高52回


